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進展を図る重要なバロメーターとなる。2011 年 10 月 30 日に行われたクルグズ共和国（以下、クルグズスタ
クルグズスタンの国政選挙からみる民主化の軌跡
── 2011 年のクルグズ大統領選に至る道── 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 政策科学研究科　政策科学専攻
博士後期課程 3 年　大　倉　忠　人





























・KYRGYZ REPUBLIC PARLIAMENTARY ELECTIONS 20 February & 12 March 2000
・THE KYRGYZ REPUBLIC PARLIAMENTARY ELECTIONS 27 February and 13 March 2005
・KYRGYZ REPUBLIC PARLIAMENTARY ELECTIONS 10 October 2010
＜大統領選＞
・KYRGYZ REPUBLIC PRESIDENTIAL ELECTIONS 29 October 2000
・KYRGYZ REPUBLIC PRESIDENTIAL ELECTIONS 10 July 2005
・KYRGYZ REPUBLIC PRESIDENTIAL ELECTIONS 23 July 2009





































＜ロシア：107位→ 117位：選挙制度と多元主義が 5.25→ 2.86と大きく後退＞
●議会選挙（2011年 12月 4日投開票：与党は第一党となるものの、単独で過半数は獲得できず）













●大統領選挙（2012年 3月 4日投開票：プーチンが 63.6%の得票で当選）
　メドヴェージェフ前大統領の 4年間の任期終了に伴い行なわれた選挙。また、2008年の憲法改正（任期が
従来の 4年から 6年に延長）が適用された初の選挙である。前述した前年末の議会選挙に対する批判を受け、
3　 「ロシア与党が得票水増しか、「最も不正に満ちた選挙」の声も」ロイター、2011年 12月 6日 18:57 JST（2012年 3月 17
日閲覧）
4　“Clinton criticizes Russia vote, Germany urges improvement”Reuters, 2011年 12月 6日（2012年 3月 17日閲覧）
5　「ロシア、与党の選挙不正訴える大規模集会 逮捕者数百人」AFP BBNews、2011年 12月 7日（2012年 3月 18日閲覧）
6　「ロシア各地で反プーチンデモ、モスクワでは 5万人」AFP BBNews、2011年 12月 11日（2012年 3月 18日閲覧）
7　 Schwirtz, Michael; David M. Herszenhorn“Voters Watch Polls in Russia, and Fraud Is What They See”New York Times、2011年
12月 05日（2012年 3月 18日閲覧）
8　 “Наблюдатели заметили расхождение данных протоколов и сайта Мосгоризбиркома это уже наглость” НОВОСТИ 
















＜カザフスタン：132位→ 137位：⑤市民の自由が 5.29から 5.0へと減じられていることが原因＞
●下院選挙（2012年 1月 15日投開票：大統領率いる与党が 80%の得票で圧勝）
　2012年 1月 15日カザフスタンで下院（定数 107）選挙に対する投票が行なわれた。1月 17日中央アジア・
カザフスタンの中央選挙管理委員会は同選挙の最終結果を発表。約 80%の得票率だったナザルバエフ大統領
率いる与党ヌル・オタン党が 83議席、ビジネス界の支持を受けたアクジョル党が 2位で 8議席、共産国民党






●大統領選挙（2011年 4月 3日投開票：現職のナザルバエフ大統領が 95%超の得票で再選）








　9　 大木雅文、原田大輔、屋敷真理子「ロシア情勢 （2012年 1月モスクワ事務所）」JOGMEC、2012年 2月 20日（2012年 3
月 21日閲覧）
10　「プーチン氏がロシア大統領選に当選：政府再編の準備開始」JSN、2012年 3月 12日（2012年 3月 21日閲覧）
11　「プーチン氏「不正あった」再選挙には応じず強気」読売新聞、2012年 3月 7日（2012年 3月 21日閲覧）
12　「プーチン氏が 4年ぶり大統領復帰、反対派は抗議継続」ロイター、2012年 3月 5日（2012年 3月 21日閲覧）
13　「米政府、ロシアに大統領選の調査を求める」AFP通信、2012年 3月 6日（2012年 3月 7日閲覧）
14　「ロシア大統領選、プーチン氏に有利に行われた＝国際選挙監視機関」ロイター、2012年 3月 6日（2012年 3月 21日閲覧）
15　「米政府、ロシアに大統領選の調査を求める」AFP通信、2012年 3月 6日（2012年 3月 7日閲覧）
16　「プーチン氏「不正あった」再選挙には応じず強気」読売新聞、2012年 3月 7日（2012年 3月 21日閲覧）
17　「大統領の与党が８３議席 カザフ下院選結果発表」産経ニュース、2012年 1月 17日（2012年 3月 21日閲覧）
18　「カザフ、下院選結果に千人抗議デモ　野党指導者を逮捕」産経ニュース、2012年 1月 29日（2012年 3月 21日閲覧）









































20　 「ラフモノフ氏の３選確実　タジク、長期政権継続へ」共同通信、2006年 11月 6日（2012年 3月 22日閲覧）
21　「ウズベキスタン大統領選、現職カリモフ氏が大勝」AFP通信、2007年 12月 25日（2012年 3月 22日閲覧）






































　独立後のクルグズスタンにおける国政選挙は、大統領選 6回、議会選 5回、憲法改正に対する国民投票 5回
23　 宇山智彦 2003年、P202
24　 浜野道博 2011年、P177






1990年 6月 4日 ：◎ 0大統領選挙【アカエフ大統領初当選】※独立以前
1991年 10月 12日 ：◎ 1大統領選挙【アカエフ大統領再選】
1994年 1月  ：△ 1大統領の任期延長を問う国民投票【96.2%を獲得し、信任】
1995年 2月  ：□ 1議会選挙（第 1期）
1995年 12月 24日 ：◎ 2大統領選挙【アカエフ大統領再選】
1996年 2月  ：△ 2憲法改正を問う国民投票【大統領の議会解散権、議会の権限強化が信任】
2000年 2月 20日 ：□ 2議会選挙（第 2期）【3月 12日に第二回選挙実施】
2000年 10月 30日 ：◎ 3大統領選挙【アカエフ大統領再選】
2003年  ：△ 3憲法改正を問う国民投票【二院制から一院制への移行が可決】
2005年 2月 27日 ：□ 3議会選挙（第 3期）【選挙の登録から集計に至る不透明な過程が革命を誘引】
2005年 7月 19日 ：◎ 4大統領選挙【バキエフ大統領勝利】
2007年 10月 21日 ：△ 4憲法改正を問う国民投票【憲法改悪】
2007年 12月 16日 ：□ 4議会選挙（第 4期）【バキエフ与党のアクジョル党圧勝】
2009年 7月 23日 ：◎ 5大統領選挙【バキエフ大統領再選】
2010年 6月 27日 ：△ 5憲法改正、オトゥンバエヴァ大統領信任を問う国民投票【承認、信任】
2010年 10月 10日 ：□ 5議会選挙（第 5期）【４党が議席を獲得】

















































月前から LTO（Long Term Observer）と呼ばれる監視人が投票日から集計に至るロジスティックなどの準備を

















26　 OSCE「キルギス共和国議会選挙（2000年 2月 20日、3月 12日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2000年 4月 10日
27　 OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2000年 10月 29日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2000年 1月 16日
28　 「キルギス“革命”、市民に幻滅感－「アカエフ派」支配の新議会倒れず」日本経済新聞（朝刊，p.6）， 2005年 3月 30
日
29　 OSCE「キルギス共和国議会選挙（2005年 2月 27日， 3月 13日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2005年 5月 20日
30　 「キルギス 野党勢力が立てこもり」日本経済新聞（朝刊， p.8）， 2005年 3月 16日





































32　OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2005年 7月 10日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2005年 11月 7日
33　「キルギス大統領選、バキエフ氏圧勝、治安回復など課題に」日本経済新聞（夕刊 , p.2）, 2005年 7月 11日
34　OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2009年 7月 23日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2009年 10月 22日
35　「キルギス、大統領選 7月 23日」日本経済新聞（朝刊 , p.6）, 2009年 3月 21日
36　「キルギス、大統領選現職が再選（ダイジェスト）」日本経済新聞（朝刊 , p.5）, 2009年 7月 26日
37　「キルギス暫定大統領、「国民投票で新憲法承認」」日本経済新聞（朝刊 , p.7）, 2010年 6月 28日
38　OSCE「キルギス共和国議会選挙（2010年 10月 10日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2010年 12月 20日

























































40　 OSCE「キルギス共和国大統領選挙（2011年 10月 30日）FINAL REPORT」ワルシャワ、2012年 1月 10日
41　「キルギス大統領に親ロ派、陣営が勝利宣言、「関税同盟」参加へ」」日本経済新聞（夕刊， p.2）， 2011年 10月 31日





















































































シュケクは標高 800mの高地である所為（疲労のため？）か、午前中に 2名の STOが昏倒した。
　なお、今回の OSCEの選挙監視団は、LTOが 28名、STOが 385名であった。選挙の日に、40 OSCE参加国
から 385名の STOが全国展開され、全国 2289投票所のうち 870ヶ所を訪問した。また、58ヶ所の地区選挙
管理委員会（TECs）のうち、49ヶ所を監視した。
② 10月 28日のブリーフィングについて






44　 LTO: Long Term Observer：我々の LTOは、英国人男性とスペイン人女性であった






























































































46　 「キルギス大統領選挙・民主化は根付くか」『時論公論』NHK、2011年 11月 1日（2012年 3月 25日閲覧）
47　同上
48　同上
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　今後は、以上の点を踏まえながら、「不安定な弧」と呼ばれるユーラシアの中心に位置する中央アジアの一
角で行なわれたクルグズスタンにおける民主化への胎動がアラブの春のように周辺諸国に民主化を促すことに
なるのかどうか、周辺諸国の動向を踏まえながらより深く分析していきたい。
＜現地語表記について＞
　本文の用語は、引用部分も含めて、下記の通り統一して表記した。但し、参考文献の名称は除く。
　　キルギス　　　→　クルグズ
　　キルギスタン　→　クルグズスタン
　　ビシュケク　　→　ビシケク
　　オシュ　　　　→　オシ
　　バキーエフ　　→　バキエフ
　　アカーエフ　　→　アカエフ
　　イスラーム　　→　イスラム
　　ソビエト　　　→　ソヴィエト
＜参考文献、レポート＞
大倉忠人「キルギス大統領選挙監視団報告書」（外務省に提出）、2011年 11月 11日
浜野道博『キルギス政変　～天山小国の挑戦』東洋書店、2011年
中西健『中央アジア・クルグズスタン ～旧ソ連新独立国家の建設と国民統合』明石書店、2011年
堀江典生編著『現代中央アジア・ロシア移民論』ミネルヴァ書房、2010年
宇山智彦「クルグズスタン（キルギス）の再チャレンジ革命：民主化・暴力・外圧」2010年 4月 18日
笠井達彦「経済移行政策の実現の難しさ～キルギスタン勤務終了と EBRD勤務開始にあたり」比較経済体制
研究（第 15号）、2009年
田中浩『新版 国家と個人 ～市民革命から現代まで～』岩波書店、2008年
宇山智彦・前田弘毅・藤森信吉「グルジア・ウクライナ・クルグズスタン三国の「革命」の比較」『「スラブ・
ユーラシア学の構築」研究報告集 第 16集』北海道大学スラブ研究センター、2006年
宇山智彦「クルグズスタン（キルギス）の革命－エリートの離合集散と社会ネットワークの動員」『「スラブ・
ユーラシア学の構築」研究報告集 第 16集』北海道大学スラブ研究センター、2006年
宇山智彦編著『中央アジアを知るための 60章』明石書店、2003年
宇山智彦『中央アジアの歴史と現在』東洋書店、2000年
＜引用した記事や文献＞
　各ページ末に記した
以上
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